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日本海学シンポジウム
　平成２８年２月２０日、北日本新聞ホールにて、「いのち輝く未来を考える−豊饒の海・

富山湾から−」をテーマに日本海学シンポジウムが行われました。



“日本海学シンポジウム”

国際交流員より離任のご挨拶！

　２０１２年４月に富山空港に着いて、職場の担当者と一緒に初めての生

活用品を買いに行ったときからあっという間にほぼ４年間経ちました。

あの時の皆さんの優しさを今も覚えていて、すごくありがたく思いま

す。

　なんで富山が好きかと聞かれると、やはり暮らしやすい場所だから

と答えますが、富山市内の便利さだけではなく、ここでできた友達も

ここを暮らしやすくしてくれるのです。家族の近くにはいないけれど

も、大事な人たちがいますから孤独になることはありません。

　仕事の面でも国際交流員を務めて語り切れないほどたくさんのこと

を習いました。日本語はもちろん、人間関係も職場での協力方法も、多くのことを身に付け、これからの

生活でもそれを活かして仕事人としての力を磨いていきたいと思います。

　国際交流員の任期が終わりますが、県内の企業での就職が決まっているので、第二のふるさとになった

富山で今後とも生活を続けます。多くの離任する人は「富山のことは一生忘れず、心の中に残る」と言い

ます。私も同じような気持ちですが、毎日素晴らしい立山を背景に生活を送り続けられるので、富山のこ

とを忘れないという約束をしなくてもよく、支えてくれる大事な友達とも離れることがないので、本当に

うれしく思っています。ありがとう、富山。これからもよろしくお願いします！

ジョアン ガブリエル シルバ マチアス さん（ブラジル）

“日本海学シンポジウム”

日時：平成２８年２月２０日（土）１３：３０～１６：３０
場所：北日本新聞ホール

基調講演：「森が育む魚たち」

　　　　　講師　山下　　洋 氏
　　　　　　　　　　　　　（京都大学フィールド科学教育研究センター 副センター長）

パネルディスカッション：

　　　　　「森里海の循環と共生−富山湾から考える−」

　　　　　コーディネーター　秋道　智彌 氏（総合地球環境学研究所 名誉教授）

　　　　　パネリスト　山下　　洋 氏（京都大学フィールド科学教育研究センター 副センター長）

　　　　　　　　　　　三木奈都子 氏（独立行政法人水産大学校水産流通経営学科 教授）

　　　　　　　　　　　小境　卓治 氏 （氷見市立博物館 館長)

　今回で１７回目を迎えた日本海学シンポジウムはでは、会場に集まった約２００名の参加者が、京都大学フィールド

科学教育研究センターの山下洋副センター長の基調講演や日本海学推進機構の秋道会長のコーディネートによる

パネルディスカッションにより、森と海のつながりについて理解を深めました。

「いのち輝く未来を考える−豊饒の海・富山湾から−」

山下　洋 氏



アセアン留学生受入事業

マリアヌス・アジ・バユ・クルニアワン
（インドネシア）
留 学 先：富山大学大学院
　　　　　電気電子システム工学部 
受入企業：朝日印刷（株）

　私は２５歳のインドネシア人で、パプア出身です。パプア州はきれいで有名な所がたくさ
んあります。セプルフノペンベル工科大学(スラバヤ工科大学)の電子電機工学部を卒業し、
３年間くらいＰ＆Ｇで働いていました。Ｐ＆Ｇにいたときはインド、フィリピン、中国、
タイ、ベトナム、シンガポール等いろんな国に出張しました。各国の会社の友達から様々
な文化を学び良い経験をしました。２０１２年から２０１３年にかけて神戸と大阪に来てＰ＆Ｇの
明石の工場で働きました。そのときは初めて日本に来ましたが、日本の友達は優しくて親
切で、日本の生活が大好きになりました。美しい所もたくさんあり、是非日本に住みたい
と思っていました。
　今回、富山大学の修士課程で勉強する機会を得て、本当に嬉しかったです。大学院を終了
して朝日印刷で働けるよう、知能ロボットシステムについて研究したいです。私の工学の専
門知識、日本での生活経験を通してインドネシアに貢献することができると思っています。

トラン・ヴァン・トゥイ
（ベトナム）
留 学 先：富山大学大学院 理工学教育部
受入企業：黒田化学（株）

　私はベトナムから来ましたトゥイです。学生時代は日本で研究して仕事をすることが私
の夢でした。今回富山県からこのような機会を得ることができ、とても嬉しかったです。
　実際日本に来てみると日本人とほとんど話すことができませんでした。今、頑張って日
本語を勉強しています。歩いているときに看板で見た漢字など、分からない言葉はすぐ辞
書で調べたりして毎日新しい言葉３０個と漢字１０字を覚えています。専門用語がたくさんの
資料を読まなければいけませんが、頑張ります。
　４月から研究が始まります。大学でも日本語のクラスで勉強するつもりです。研究室で
は機械の使い方を学びます。大学の新しい友達とコンピュータープログラムも研究します。
日本の有名な場所を訪れたり、面白い日本文化についてもたくさん知りたいと思います。

ピーター・ウィジャヤ
（インドネシア）
留 学 先：富山大学大学院 薬学部
受入企業：東亜薬品（株）

　２０１２年にインドネシアの大学の薬学部を卒業してから３年くらい製薬会社で働いていま
した。２０１３年に大学院に入学してマーケティングを勉強し、２０１５年１１月に修了しました。
　富山市に住んで大体４カ月になりますが、いろいろな経験をさせてもらっています。去
年の１２月から日本語の勉強をしています。日本語は難しいですが、面白いです。また日本
に来て初めて雪を見ました。冬は寒くても楽しいです。
　４月から富山大学杉谷キャンパスで製薬の研究をします。日本語をもっと学ぶために大
学でも日本語を勉強します。
　富山大学を卒業してから日本で、特に富山で働きたいです。私は日本の会社に入って成
功したいです。また機会があれば私の国インドネシアでビジネスを始めたいと思っていま
す。

ダナン・ドウィ・アッドモジョ
(インドネシア）
留 学 先：富山県立大学大学院
　　　　　環境工学部
受入企業：中越興業（株）

　私はインドネシアのスマランから来ましたダナンと申します。私は去年の６月にインド
ネシアの大学の土木工学部を卒業しました。２０１０年から２０１５年までAIESICという学生によ
る国際的非営利組織に参加しました。外国人が夏休みや冬休みに小学校や中学校で英語を
教えたり、文化の紹介をしに私の街にやってきました。このようなプロジェクトでいろい
ろな国の人に会ったり新しい経験ができたことが嬉しかったです。
　富山で初めて雪を見たり触ったりしましたが、寒くてもとてもきれいだと思います。日
本の生活に慣れるのは大変でした。燃えるゴミと燃えないゴミを別々にしなければなりま
せん！ 今は生活にもだいぶ慣れ、他の４人の学生ととやま国際センターで日本語を勉強し
ています。４月から富山県立大学で研究を行います。将来富山で働きたいので、日本のこ
とを本当に勉強しなければいけないと思います。世界のいろいろな国へ行くことが私の夢
です。また新しい経験にトライすることが一番好きです。

シリポーン・プッタティーラパープ
（タイ）
留 学 先：富山大学大学院 薬学部 
受入企業：日医工（株）

　私はタイから来たシリポーンです。富山に来る３年前にマヒドン大学の薬学部を卒業し、
ロシュとクインタイルズ等の製薬会社の臨床研究員として働いていました。
　昨年、幸いなことに、私は東南アジア出身者向けの富山大学大学院で勉強する奨学金を
得ました。私は、日本、特に製薬で有名な富山で修士課程の勉強をできることに幸せを感
じます。富山大学は、出版物や研究成果が多い大学ですし、富山県は製薬分野で多くの革
新的な技術をもっている先進県です。
　富山に来たとき少し寂しい感じもしましたが、住んでみるととてもいい時間が過ごせま
す。私の研究室の教授も学生も非常に親切で、問題があるとすぐに助けてくれます。日本
の食べ物も好きです。寿司は美味しいですが、そんなにも高くありません。富山での生活
は素晴らしいです。

アセアン留学生受入事業
　富山県は、アセアン地域からの外国人留学生の受入れ拡大と定着促進を図るため、県内企業と合同で留学生
の就学から就業までを一体的に支援する留学生受入モデル事業を実施しています。留学生5人の皆さんをご紹
介します!! 



外国人のための日本語ボランティア養成講座
とき：５月～１１月　全１０回
場所：環日本海交流会館

日本語教室アドバイザーの派遣
地域日本語教室へ日本語教育専門アドバイザーを派遣します。

日本語ボランティアの研修会等参加費用の支援
地域の日本語教室で活動している日本語ボランティアが、自己研鑽の

ために文化庁等が行う研修会に参加する場合に、その参加費用の一部
を助成します。

アセアン講座
著しい経済成長を遂げるアセアン地域の国々を順次取り上げ、文化・
生活習慣等を紹介する講座を開催します。
とき：１０月頃
場所：環日本海交流会館

災害時外国人支援ボランティアの養成
災害時における多言語や、やさしい日本語による情報提供の研修を行います。

防災訓練への参加
大規模災害時における石川県と連携した災害ボランティア研修を行い、富山県総合防
災訓練にも参加します。

外国語の絵本よみきかせ親子の会
とき：毎月第２土曜日　１０：００〜１１：００　全１２回
　　　（＊８月、１月、２月は第３土曜日）
場所：環日本海交流会館
外国語の絵本の読み聞かせを通して、外国人親子が母国の文化に親しんだり、日本人
親子が異文化を楽しむ講座です。

国際理解出前講座
地域の国際交流協会や、小中高校、大学などに出向き、国際交流・国際理解・
国際協力等に関する出前講座を行います。

イングリッシュ・チャット
とき：毎月第１、３水曜日　１９：００〜２０：３０
場所：（公財）とやま国際センター　談話室
県内に暮らす外国人ゲストと、文化や習慣など様々なことについて英語でお
しゃべりする集まりです。

とやま国際塾
とき：７月２３日（土）～２４日（日）１泊２日
場所：呉羽青少年自然の家
高校生を対象に、国際交流員、海外技術研修員、留学生等との交流を通じて
国際協力、多文化共生について考えるセミナーです。

国際交流ひろば
５カ国からの国際交流員を講師に異文化理解等に関する講座を行います。

語学講座

講座名 開催期間 曜日 対象 定員

中国語（入門） ５／３０～３／１３ 月 初心者 ３０名

中国語（初級） ５／２７～３／１０ 金 １年程度学習された方 ３０名

韓国語（入門） ５／２４～３／１４ 火 初心者 ４０名

韓国語（初級） ５／２６～３／９ 木 １年程度学習された方 ４０名

韓国語（中級） ５／３０～３／１３ 月 ２年程度学習された方 ３０名

ロシア語（入門） ５／２７～３／１０ 金 初心者 １５名

ポルトガル語（初級） ５／２５～３／８ 水 初心者等 １５名

と　き：上記の期間の１８：３０〜２０：００　年間３５回　　 
場　所：（公財）とやま国際センター研修室
受講料：１０，０００円（テキスト代別）

日本海学研究グループ支援事業研究成果発表会

とき：６月１１日（土）１０：００〜１５：３０

場所：県民会館７０４号室

日本海学に関する研究・普及活動に対し平成２７年度に助成を受けた個人・

グループによる合同の成果発表会です。

 

日本海シンポジウム

とき：２月１８日（土）１３：３０〜１６：３０

場所：北日本新聞ホール

講師：沖　　大幹  氏（東京大学生産技術研究所  教授）

日本海学講座

第１回　TPPと北東アジア

とき：７月９日（土）１４：００〜１５：３０

場所：県民会館４０１号室

講師：中島　朋義  氏（環日本海経済研究所  主任研究員）

第２回　沈み込むプレートと日本海の形成

とき：９月１０日（土）１４：００〜１５：３０ 

場所：県民会館６１１号室

講師：大林　政行  氏（海洋研究開発機構  主任研究員）

第３回　弥生時代後半期の日本海沿岸地域−地域社会と交流の視点から−

とき：１１月１２日（土）１４：００〜１５：３０

場所：県民会館６１１号室

講師：次山　　淳  氏（富山大学人文学部  教授）

第４回　とやまの漁撈道具と和船

とき：１月１４日（土）１４：００〜１５：３０

場所：高岡市生涯学習センター 研修室５０３（ウィングウィング高岡内）

講師：廣瀬　直樹  氏（氷見市立博物館  主任学芸員）

富山湾の魅力体験親子教室

＊小学校３〜６年生・中学生の親子４０名（各自）

とき：８月６日（土）、７日（日）

場所：富山海上

　　　（富山高等専門学校実習船“若潮丸”に乗船）

【お申込み・お問合せ】
〒930-8501（住所記載は不要です）
日本海学推進機構（富山県地方創生推進室内）
TEL  076−444−3339　FAX  076−444−8694
E-mail  adm@nihonkaigaku.org
URL  http://www.nihonkaigaku.org/

多文化共生講座

外国語・外国文化を学ぶ講座

日本海学を学ぶ講座

“BOUSAI RADIO”外国人のための災害情報提供
防災意識の啓発を目的として多言語ラジオ番組“BOUSAI RADIO”を
放送しています。

FMとやま 周波数８２．７MHz

毎月第１土曜日　２１：５５〜２２：００　やさしい日本語、中国語　
　　第３土曜日　２１：５５〜２２：００　英語、ポルトガル語

平成28年度の（公財）とやま国際センター
の事業をご紹介します!!
　今年度も国際理解、国際交流、国際協力及び多文化共生の促進のため、
様々な事業を展開していきたいと考えています。
　詳しい事業内容については（公財）とやま国際センターのホームページ
をご覧ください。皆さんの参加をお待ちしております。



　首都ナイロビからミニバスに乗り、北東へ向かうこと約７時間。ゾ

ウが棲む森を抜け、サバンナ地帯へと丘を下っていった先にメルー国

立公園があります。

　郡の中心街からも２時間はなれた農村部に位置し、周囲にスーパー

と言える場所もありません。それでもそこには、密猟者や違法放牧者、

怪我をした動物がいないか、銃を持って２４時間警備するレンジャーた

ち、怪我をした動物のケアや生態調査をするリサーチスタッフ、人間

と動物が共生するに当たって避けては通れない、周辺住民と動物との

トラブル対処にあたるコミュニティスタッフ等、総勢４００人近くの人

たちが働いています。

　職員とその家族のほぼ全員が公園内に居住しているため、仕事だけ

でなく生活でも助け合ったり、楽しさを分け合ったり、まるで１つの

大きな家族のような存在です。最初は戸惑いもあったけど、彼らの文

化･習慣を理解するうちに、それは心地の良いものへと変わりました。

日本と比べると不便もあるけど、そんなかつての便利さを忘れてしまえば、ここの暮らしも快適。むしろ便利さゆえに

忘れられてきた大事なモノがここにはいっぱいある気がします。

　私自身、かつて教育現場での経験がなかったことや彼らの言葉も上手く話せないことで、自信を失ったりもどかしさ

を感じることもありました。しかし、最初は何をしに来たんだかよくわからなかったであろう、言葉においても苦労の

多い私を今では理解し協力してくれる同じ部門の仲間、カタコトの挨拶でも「次はいつ来るの?!」と楽しみにしてくれ

るたくさんの生徒たちに出会い、救われてきました。私がここで行なっていることは、ひとつひとつの小さなきっかけ

作りに過ぎませんが、彼らがケニアの大自然とどう付き合っていくか考えたとき、大切なことに気づける人であってほ

しいと願い、今後も彼らと共に学びながらケニアの環境教育に取り組んでいきます。

今回はケニア共和国から届いた青年海外協力隊員　本宮 万記子 さんからのお便りをご紹介します。

　下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。事業概要、応募要領説明、経験者との交流のほか、個別相談も行

います。（ドリンクサービス付き）どなたでもお気軽にお越しください！高校生、大学生も大歓迎です！

※予約・参加費は不要、時間内は出入り自由です。

開催地 開催日 開催時間 会場

富山市 ３月３１日（木） １８：３０～２０：３０
富山県総合福祉会館サンシップとやま 研修室７０４
（富山市安住町５－２１）

富山市 ４月１０日（日） １３：３０～１６：００
富山県総合福祉会館サンシップとやま 研修室７０４
（富山市安住町５－２１）

高岡市 ４月１７日（日） １３：３０～１６：００
ウィング・ウィング高岡 研修室５０３
（高岡市末広町１－７）

 募集ボランティア 　青年海外協力隊／日系社会青年ボランティア（２０歳～３９歳対象） 

　　　　　　　　　 シニア海外ボランティア／日系社会シニア海外ボランティア（４０歳～６９歳対象）

 職　　　　　　種 　�農林水産、加工、土木建築、保健衛生、教育文化、社会福祉、観光・商業、スポーツなど多種

【応募に関するお問い合わせ・相談窓口】

　・JICA富山県デスク　　電話：076−464−6491　E-mail：jicadpd-desk-toyamaken@jica.go.jp
　＊JICAボランティアウェブサイトはコチラ　→　http：//www.jica.go.jp/volunteer/

2016年度JICAボランティア春募集が始まります！

募集期間：平成２８年４月１日（金）～５月９日（月）

本宮　万記子さん�
派 遣 国：ケニア共和国
職　　種：環境教育
派遣期間：平成27年1月～平成29年1月
配 属 先：ケニア野生生物公社（KWS）メルー

国立公園



Voices from the worldVoices from the world
世界の富山ファンからのメッセージ

〜台湾　高雄市〜

林
リン

　典
テン

美
メイ

 さん（主婦）

Ｑ．近況を聞かせてください。

Ａ．高雄市の林蔭大通りの前に住んでいます。学校や自治体の建物が集まってい

て、文化の中心地でもあり、非常に交通の便が良く、環境の良い所です。

私の夫は気功の先生をしています。体を動かしているので若々しいです。高

雄市では何千人もの人が気功をしています。気功はゆっくりと全身に気を流

す高齢者に適した運動です。夫はシンガポールやマレーシアにも気功を教え

に行っています。本当にたくさんの人が気功をしています。

Ｑ．富山とはどんな結びつきがありますか？

Ａ．富山県は嘉義市の新光三越百貨店で観光物産展を行いました。そこで富山に移住して３０年になる広東語、北京語、

日本語に精通している台湾人女性と知り合いになり、姉妹４人で富山を訪れました。彼女は私たちの旅行を本当

に楽しくスムーズなものにしてくれました。海と山の素晴らしい景観を眺め、伝統的な祭りを見たり、歴史的な

建物を見学したり、富山独自の食を味わい、富山の特産品もたくさんお土産

に買いました。本当に印象深い素晴らしい旅となりました。

Ｑ．最後に富山の人に一言メッセージをお願いします。

Ａ．富山の皆さん、こんにちは。富山には世界的に知られた世界遺産、風光

明媚な自然、四季折々の景観の美しさがあります。その自然の恩恵によ

る海の幸、山の幸もまた得難いものです。こういった所に観光でいける

のは本当に価値の高いことだと思っています。

　県内で国際交流・協力活動及び多文化共生活動を実施する民間の非営利団体・グループに対し助成します。

【助成対象事業】

1. 国際交流事業は助成対象経費の2分の1以内で上限は10万円
○異文化交流、異文化理解の増進に資する事業（例：国際交流フェスティバル、各種異文化交流・紹介事業）

○�スポーツ・芸術・学術などの国際交流促進に関する事業（例：スポーツ大会、写真展、絵画展、演奏会、映画

上映会、学術講演会）

2．国際協力事業は助成対象経費の2分の1以内で上限は10万円
○�国際的に緊急かつ深刻な貧困、災害などへの支援事業（例：災害救援チャリティー

コンサート）

○開発途上国への援助・協力支援事業（例：子ども達のための絵本プロジェクト）

○�国際協力に関する県民の理解を深めるための事業（例：国際協力に関する講座

など）

3．多文化共生事業は助成対象経費の原則4分の3以内で上限は20万円
○�県内在住外国人支援事業（例：日本語教室、外国にルーツを持つ子供の学習支

援など）

平成28年度草の根国際活動助成事業募集中!!

前列中央が林さん

申請期限は5月13日
までです! 



TICからのお知らせ

〜材料〜（30個分）

ジャガイモ……………… 500g
小麦粉…………………… 500g
固形コンソメ… …………… 2個
ニンニク…………………… 2片
バター…………………… 適量
卵白……………………… 1個分
パン粉…………………… 適量
塩…………………………  少々
油…………………（揚げる際の）

【具】
鶏肉……………………… 500g
玉ねぎ……………………… 1個
ニンニク……………………好み
油……………………………好み
塩……………………………少々

　2月にブラジルにコンサートに訪れたローリング・ストーンズのミック・ジャガーもあ
まりの美味しさに食べ過ぎてしまったというコシーニャ。ブラジルではパダリーア（パン
屋）で手軽に買うことができます。誕生パーティ等でよく作り、ケチャップ、マスタード、
タバスコ等をつけて食べると美味しいです。

～作り方～

１．鍋に水とニンニク、塩を入れジャガイモをゆでる。

２．柔らかくなったら皮をむきジャガイモをつぶす。その時ゆで汁２００mlに

コンソメを溶かしたものを入れてジャガイモと混

ぜる。火に戻してゆっくり混ぜながら小麦粉を加え

て混ぜる。

３．生地がまとまり滑らかになってきたら火を消し、生

地を冷ます。

４．鶏肉をゆでた後、細かく割く。細かく切った玉ね

ぎとニンニクを油で炒め、鶏肉とあわせ、塩で味

付けする。（パセリやトマトを入れてもよい）

５．３の生地にバターを加えて柔らかく均質になる

までこねる。小さく丸めて穴をあけて、４の具を

入れて成形する。

６．卵白を解いて５に塗り、パン粉をまぶす。

７.熱した油でこんがりきつね色になるまで揚げる。

（公財）とやま国際センター賛助会員募集及び
寄付のお願い

公益財団法人とやま国際センターは、民間レベル
の国際交流、国際協力を推進するため、様々な事
業に取り組んでいます。TICの事業にご支援いただ
ける賛助会員の方を募集しています。
　　　年会費（１口）個人会員　３，０００円　
　　　　　　　　　　団体会員　３０，０００円
また、財政基盤の充実を図るため、寄付について
もよろしくお願い申し上げます。

コシーニャ

外国人のための生活相談
県内在住外国人が母国語で相談できるように相談員を配
置しています。電話通訳サポート（トリオフォン）もご
利用ください！！

曜日 言語 時間 場所

月曜日
ポルトガル語 １２：３０〜１６：３０

（公財）とやま
国際センター
TEL０７６－４４４－２５００

韓国語 １３：００〜１７：００

火曜日 ポルトガル語 １２：３０〜１６：３０

水曜日
ポルトガル語 １３：００〜１７：００

英語 １３：００〜１７：００

木曜日 ポルトガル語 １２：３０〜１６：３０

金曜日

ポルトガル語 １２：３０〜１６：３０

中国語
１３：００〜１７：００

ロシア語

電話通訳サポート
外国人の方が直接専門機関に相談されたい場合、電話通
訳サポートが利用できます。三者通話機を使い相談員が
通訳をします。

　　電話通訳サポート専用ダイヤル

　　　　　　　　076−441−5654

Coxinha

TICメールマガジン配信します!

　とやま国際センターから、定期的にお届けする“TIC
メールマガジン”。６カ国語（日本語・英語・中国語・
ポルトガル語・ロシア語・韓国語）で配信するパソコン、
スマートフォン向けのメール情報サービスです。
　とやま国際センターの主催イベントや講座の最新情報
はもちろん、外国人向けの相談窓口のご案内など暮らし
に役立つ生活情報、災害についての備え、緊急時の対処
法などの防災情報、また、県内のイベント情報など楽し
い内容を盛り込んでご案内しています！
　興味のある方は、ぜひ“TICメールマガジン”にご登
録ください。
　メールマガジンの配信をご希望される方は、とやま国
際センターのホームページから無料で簡単にご登録いた
だけます。

　　URL：http://www.tic-toyama.or.jp/

作 っ てみよう！ブラジル料理 ブラジル出身 
 ブレナ カルラ ドス サントス ナガオさん

 お薦め料理！Coxinha
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